
 

 

 

図書委員のおすすめ本 

 

『盲目的な恋と友情』 
辻村深月／著  新潮社 

大学生の蘭花とその恋人である茂実。２人は大学のオーケストラで学

生と指揮者として出会い、５年間の衝撃的な恋をします。やがて蘭科は

茂実の裏切りを知り、恋の終わりを迎えます。またその歳月を蘭花の友

人である留利絵から見ると、蘭花目線とは違い、別の真実が明らかにな

ります。恋と友情が同時に描かれ、ミステリー要素のある少しダークな

作品ですが、とても話に引き込まれて面白いです！ 

 

 

 

『余命１０年』 
小坂流加／著  文芸社（文芸社文庫ＮＥＯ） 

二十歳の少女茉莉は、数万人に一人という不治の病にかかり、余命が

10 年ということを知る。茉莉は未来に対する希望を失い、死を受け入れ

るためもう恋はしないと誓い淡々とした日々を過ごしていく。しかしある

日、同窓会で再会した同級生に心を惹かれていってしまう。毎日当たり前

に過ごせることのありがたみを感じられる切ないラブストーリーです。  

 

 

 

『そして、バトンは渡された』 
瀬尾まいこ／著  文藝春秋 

主人公の優子はこれまで父親が三人、母親が二人という複雑な家庭

環境におかれていた。しかし優子が関わってきた人たちは優しい人ばか

りだった。血の繋がらない親の間をリレーされていることには理由があ

って…。 隠していた嘘や秘密が分かったとき涙がでる温かい作品です。 

 

 

図書館からのお知らせ 

夏休み中の図書館について 

開館時間    ８：３０～１６：30 

貸出冊数    10 冊まで （7/9（火）～夏休み中） 

返却期限    ●7/9（火）～8/2３（金）貸出分 → ９/６（金）  

           ●それ以降 → 貸出日の２週間後 

 

夏休み中の開館スケジュール   

 

予定は変わること 

があります。 

最新情報は、南高 

図書館 HP で 

確認できます。 

 

 

 

 

 

 

あなたも挑戦！「図書館たほいや」クイズ ～次のお題の正解は？～ 

 

お題【明かり】 出典：『日本語表現大辞典 比喩と類語三万三八〇〇』（小内一／著 講談社） 

※宮沢賢治の文章を当ててください※ 

１，「スイッチを切るように頭の中から全ての灯りを消しさる」 

２，「懐中電灯の明かりが、飛び立った鳥のように急に松の幹から梢こずえへ翔かける」 

３，「灯火が、寒さのためぴいんぴいんと音を立てて毀こわれそうに瞬く」 

４，「硫黄のほのおのような、くらいぼんやりしたあかり」 

 
ヒント(正解以外の文章※五十音順)：川端康成、三島由紀夫、村上春樹  

正解は次頁にあります➡ 

南高図書館だより  
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新着図書ＰＩＣＫＵＰ     6 月に新しく入った本 

 

 

マップス・プラス 新・世界図絵                       大型本コーナー 

アレクサンドラ・ミジェリンスカ，ダニエル・ミジェリンスキ／作・絵 徳間書店児童書編集部／訳  

徳間書店 

地図とたくさんのイラストで世界各国を紹介！ さまざまな分野の情報を地図の中につめこん

だ、ポーランド発の現代版「世界図絵」。４２の国と地域を掲載した青い表紙の「マップス」に載っ

ていない２４の国と地域を収録。 

高校生活の強化書 

西岡壱誠，萩原俊和，中田亨／著  東京書籍 

テスト勉強・受験対策、部活動、生徒会・委員会、学校行事、人間関係…。最高の３年間にするた

めに、高校生活で出会う悩みを解決し、入学前後の不安をサポートする強化書。現役高校生たち

のリアルＱ＆Ａも収録する。 

天空を旅する星空図鑑 美しい星図を眺めながら神話と芸術と科学の歴史を楽しむ 
エレナ・パーシヴァルディ／著 シカ・マッケンジー／訳 翔泳社 

歴史上の偉大な天文学者、哲学者や芸術家、地図制作者らは、どのように宇宙や星座を「星図」

にしてきたか。ロマン溢れる空想や神話・芸術・科学が融合した、１６～１９世紀の美しい星図を眺

めて楽しむビジュアルブック。 

東洋医学はなぜ効くのか ツボ・鍼灸・漢方薬、西洋医学で見る驚きのメカニズム 
山本高穂，大野智／著  講談社 

神経ネットワークに影響を与えて免疫機能を高める鍼灸の刺激、腸内細菌とタッグを組む漢方

薬、ツボに見える特徴的な神経構造…。西洋医学的な研究で明らかになったツボ・鍼灸・漢方薬の

メカニズムを紹介する。 

サンドイッチ いつもの食パン、いつもの食材、そしてちょっとしたこつで作る一生も
のの４５レシピ 
大庭英子／著  主婦と生活社 

卵サンド、ハムサンド、きゅうりやブロッコリーなどの野菜サンド、かつサンド、ステーキサンド、

クロックムッシュ、フルーツサンド…。日本スタイルのシンプルなサンドイッチのレシピを紹介する。 

ケアする声のメディア ホスピタルラジオという希望 
小川明子／著  青弓社 

病院内の小さなスタジオで放送されるホスピタルラジオは、声のメディアとしてどのようにケ

アの役割を担っているのか。イギリスの歴史や日本の病院の実践などから、ケアのコミュニケーシ

ョンを展望する。 

迷いのない人生なんて 名もなき人の歩んだ道             新書コーナー 

共同通信社／編  岩波書店（岩波ジュニア新書） 

家族との葛藤、仕事の失敗、病気の苦悩…。ごく普通の人々の様々な回り道の人生を描く。共

同通信社が配信した新聞連載を書籍化。それぞれの記事に「今の私」から「当時の私」に向けたメ

ッセージを添える。 

 

 

 

 

俺たちの箱根駅伝 上・下 
池井戸潤／著  文藝春秋 

つい先日まで商社の営業職だった箱根駅伝の学生選抜チームの新監督。その新監督が掲げた

目標は「３位以上」。記録も残らない寄せ集めの学生選抜チームが目指すには、あまりにも現実離

れした目標に、参加する大学生も取材するテレビマンも戸惑いを隠せない。監督が信用できず反

発する選手やコーチ、他校の監督からの痛烈な批判。雪の予報の中、選手が一斉にスタートする。 

板上に咲く ＭＵＮＡＫＡＴＡ：Ｂｅｙｏｎｄ Ｖａｎ Ｇｏｇｈ 
原田マハ／著  幻冬舎 

ゴッホに憧れ青森から上京した棟方志功。幼いころからの弱視で遠近感をうまく表現できず、

油絵を帝展に出品するも落選続き。画材を買う金も無いような極貧生活だが、妻のチヤは夫の才

能を信じ支える。やがて棟方は木版画と出合い、「板画」によって美術界を変えていくのだった。

妻の視点で描く、「世界のムナカタ」の情熱と人生。激動の昭和を生きた、一組の夫婦の物語。 

クラスメイトの女子、全員好きでした 
爪切男／著  集英社（集英社文庫） 

いつかくるモテのために、同じクラスになった女の子を一人残らず覚えていた「私」。彼女たち

は一人ずつ違う輝きがあり、可愛さを持っていた。そう、「私」はクラスメイトの女子が全員好きだ

ったのだ。これは、小学校時代、中学時代、高校時代、全ての時代のクラスメイトの女の子たちへ、

「私」が綴った“時を超えたラブレター”である。現在放送中のテレビドラマの原作本。 

 

 

 

 

やわらかい砂のうえ 
寺地はるな／著  祥伝社（祥伝社文庫） 

砂丘の町出身の万智子、２４歳。自分に自信がなく、恋愛は選ばれし者がするものだと思って

いたが、バイト先で出会った取引先の男性に人生初の恋のときめきを覚える。しかし、恋するほど

に自分のめんどくささと向き合うことになる。色々考えすぎて、相手から逃げ出す万智子。自信

は他人から授けられるものではない、自分が「持つぞ」と決めるものだ、と年上の友人から言われ

……。変わろうと奮闘する万智子を応援したくなる物語。 

受験生は謎解きに向かない 
ホリー・ジャクソン／著 服部京子／訳  東京創元社（創元推理文庫） 

週末に友人宅で 1924 年の孤島に建つ豪邸を舞台にした殺人事件の犯人を探るゲームが開

催されることになり、ピップにも招待状が届く。参加者は同級生六人とその兄。各自ブックレット

に書かれた自分の役割を演じながら犯人当てゲームを楽しむなか、ピップは鋭い観察眼と推理

力で真相に迫っていく。「自由研究には向かない殺人」の前日譚。ピップが自由研究にアンディ・

ベル事件を選んだ理由が、ここで明かされる。 

知識の本 小説・文学 

文庫本 
ビブリオバトルを開催しました 

 

7月 5日(金)放課後、2年次図書委員がビブリオバトルを行いました。 

 

ビブリオバトルとは「知的書評合戦」ともいわれる、本の紹介ゲームです。 

参加者（バトラー）が制限時間内に好きな本を紹介し、その後の投票で一番読みたいと 

思った人が多い本が「チャンプ本」となります。 

 

今回は、４人前後の班に分かれて班ごとにお互い本の紹介を行いました。 

その後、各班のチャンプ本が次のとおり決まりました。 

 

『彼女が好きなものはホモであって僕ではない』 浅原ナオト／著 KADOKAWA                                         

『ガラスの海を渡る舟』 寺地はるな／著 ＰＨＰ研究所                      

『海底２万マイル』 ジュール＝ベルヌ／作 加藤まさし／訳 講談社                                     

『店長がバカすぎて』 早見和真／著 角川春樹事務所 

正解：４，宮沢賢治『銀河鉄道の夜』   ほかの選択肢は・・・ １，村上春樹 『１９７３年のピンボール』 、 ２，三島由紀夫 『潮騒』 、 ３，川端康成 『雪国』  


